
サハリン・樺太史研究会 第 61 回例会 
 

日時 2022年 8月 20日（土）14時～17時３０分 

開催方式 ZOOM  

  

報告   

 白木澤 涼子 （北海道大学）  

「樺太は 1918年制定共通法でなぜ「内地」とされたのか   

大日本帝国憲法「日本臣民」・戸籍・徴兵令（兵役法）・   

衆議院議員選挙法・地方制度から」 

 

 

 

李 俊榮 （北海道大学） 

「樺太における朝鮮人の葛藤と交渉の歴史  

朴炳一の活動を中心に」  

 評者 中山 大将 （釧路公立大学） 

   

 

 

共催 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 「韓国の安山市におけるサハリン帰国者のホスト社会への 

適応問題  若い世代を中心に」 

 
zoom参加のURLは、研究会員向けの例会案内メールに記載しております。 

非会員で参加をご希望の方は、前日までに下記の研究会事務担当者にお問い合わせください。  

〈お問い合わせ先〉  事務担当 鈴木 su-jin@let.hokudai.ac.jp  

主催 サハリン・樺太史研究会 

 

「朴炳一」『本斗支庁管内沿革史写真帳』 北星社、1927 年 


